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時  平成21年 4月 11日  (■)   受付 12時 30分 ～

場  東京電機大学 7号館 1階 丹羽ホール   午後  10寺 ～

総会次第

1、 開会の辞

2、 会長挨拶

3、 校反会代表挨拶社団法人東京電機大学校反会常務理事 稲毛 通男 氏

4、 議長選出並びに書記、議事録署名人の委任

5、 議  案

第 1号議案 平成20年度 事業報告承認の件

第2号議案 平成20年度 収支決算報告、監査報告の件

第 3号議案 平成21年度 役員改選の件

第4号議案  平成21年度 事業計画 (案)承認の件

第5号議案 平成21年度 収支予算 (案)承認の件

第6号議案  その他

6、 閉会の辞

記念式典

会長挨拶

来賓祝辞

学校法人 東京電機大学理事長     加  藤  康 太 自8 氏

社団法人 東京電機大学校友会理事長   石  塚  昌  昭 氏

感謝状贈塁

●講演&ア トラクション

記念講演     「脳科学からみた笑いの効能」 小谷 誠 元学長

アトラクション  ものまね  漫 才  ・はたけんじ・ビックボーイズ

懇親会

会長挨拶

祝宴

中締め

閉会の辞

`司会 :風呂わ<ぞう

会場  ; 11号館17階 カシオホール

。乾杯

東京電機大学電機学校同窓会 総会資料



ヽ 月  日 事 業 内 容
会場他

平成20年 主  題 内  訳

1 4月 7日 会計監査 平成19年度の会計監査を実施 校友会館6階会議室

2 4月 9日 第1回定例常任幹事会  撃倉穆茎曇蕩訂肇薇炒
品等の確

調
。今期の見

校友会館6階会議室

う
０ 4月 12日

定期総会開催

(38名 の出席)

1号議案 平成19年度事業報告承認の件

2号議案 平成19年度収支決算報告承認の件

3号議案 平成19年度会計監査報告承認の件

4号議案 平成20年度事業計画承認の件

5号議案 平成20年度収支予算承認の件

6号議案 その他

来賓、会員を交えての懇親会開催懇親会開催

11号館17階大会議室

4 4月 12日 事業委員会 見学研修会候補地の最終検討・討議 校友会館6階会議室

5 4月 15日 特別委員会 100周年記念事業委員会 校友会館6階会議室

6 4月 20日 事業委員会 見学研修会候補地 現地調査 神奈川県

7 5月 14日
事業委員会での見学研修会候補地の調査報告と選

第2固定例常任幹事会
定ハ年間行事開催予定の発表と協議

校友会館6階会議室

8 5月 24日 校友会総会 校友会員出席 丹11ホール

9 6月 18日
見学研修会詳細の検討、学園・電機学校同窓会100

第3回定例常任幹事会
周年記念事業等についての討議

校友会館6階会議室

10 7月 19日
見学研修会詳細の検討、学園・電機学校同窓会100

第4回定例常任幹事会
周年記念事業等についての討議

校友会館6階会議室

7月 23日 特別委員会 100周年記念事業検討 校友会館6階会議室

12 8月 7日 特別委員会 100周 年記念事業検討 校友会館6階会議室

13 3月 10・ 11日 校外常任幹事会     量懲讐璽潔ま戸
京電力揚水発電所見学。100周年

足立区立日光林間学園

14 9月 4日 特別委員会 100周 年記念事業検討 校友会館6階会議室

15 9月 10日 第5回定例常任幹事会   見学研修会詳細の確認、役割分担等について討議 校友会館6階会議室

16 10月 2日 特別委員会 100周 年記念事業検討 校友会館6階会議室

10月 8日 第6回定例常任幹事会 見学研修会詳細。最終参加者の確認 校友会館6階会議室

18 10月 19日
見学研修会開催     ペリー記念館・油壺マリンパーク・三浦港産直セン

(第 15回)       ター「うらり」を見学 64名 参加
神奈川県三浦半島

19 11月 12日 第7固定例常任幹事会   見学研修会の反省と次期候補地の提案 校友会館6階会議室

20 12月 10日 第8固定例常任幹事会  顧問・参与・幹事合同会議、総会についての協議 校友会館6階会議室

平成21年
９

“ 1月 14日 第9固定例常任幹事会  顧問・参与・幹事合同会議、総会についての協議 校友会館6階会議室

22 2月 10日
顧間。参与・幹事合同会議、準備品や配布資料の最

第10回定例常任幹事会
終確認と役割確認。総会開催準備についての協議

校友会館6階会議室

，

“ 2月 21日 顧問。参与・幹事合同会議
見学研修会の過去と次回の予定。年間スケジュール
と合同会議のあり方・同窓会創立100周年の計画に
対する説明と検討

11号館17階大会議室

24 3月 H日 第11回定例常任幹事会  撃客盲纏肇謹熙 曇霊亀縫分
候補地・会計

校友会館6階会議室

25 3月 26日 会計監査 平成20年度の会計監査を実施 校友会館7階談話室

※上記以外に校友会定例「理事会」及び各委員会に出席

平成20年度事業報告
(期間 :平成20年4月 1日 ～平成21年3月 31日 )
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第2号議案
平成20年度収支決算報告書
(平成20年4月 1日 ～平成21年 3月 31日 )

財産目録

項  目 金  額

普通預金 (三菱東京UFJ神田支店) 403,919

小  日  現  金 347,949

合 計 751,868

平成20年度会計監査報告

会計監査の結果、公正且つ適正に処理されていることを認めます。

平成21年3月 26日

髪

Z の の B

目 予

校友会援助金 1,000,00C 1,000,00C クラス会補助金 100,00C 10,000

学術振興基金 500=000 500,00C 総 会 費 300,00C 225,310

研修会収入 200,000 252,00C 会 議 費 600,000 716,891

役員会会費収入 70,000 76,000 印 刷 費 0

寄付金等 130,000 116,000 通 信 費 50,000 55,14[

受取利子等 2,000 2,097 慶 弔 費 200,000 89,08C

見学研修費 800,000 680,147

雑 収 入 0 800 雑  費 150,000 87,099

予 備 費 50,425 C

同窓会100周年積立金 250,000 250,00C

前年度繰越金 598,425 598,425 次年度繰越金 0 431,65C

収入合計 2,500,425 2,545,322 支出合計 2,500,425 2,545,322

学術振興基金内訳

見学会バス代 300,000

顧問口参与合同会議 200,000

△
ロ 計 500,000
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常任幹事

太

常任幹事

常任

荒井 征―任

正利

任 長

栄 ―常任幹

正

任

任

任

田 輝巳任

常任幹事

柴崎 豊

任

毛内 正常任

37年春

43年春

平成 4



平成21年度 事業計画(案 )

(平成21年 4月 1日 ～平成22年3月 31日 )

1、 総会            平成21年4月 11日 (土)13:00～ 13:50丹羽ホニル

2、 同窓会100周年記念式典   平成21年4月 11日 (土 )14:00～ 15:50丹羽ホール

3、 懇親会          平成21年4月 11日 (土 )16:10～ 18:0017階大会議室

4、 常任幹事会        随時開催(月 1回開催を予定 )

5、 各委員会         総務委員会

事業委員会

経理委員会

ホームページ委員会

6、 三役合同会議の開催

7:見学研修会の実施

8、 クラス会開催の促進と援助

9、 同窓会、校友会とのあり方について

10、 同窓会会員の校友会加入への促進

11、 広報活動口校友会「しおり」年1回発行、「工学情報Jの発行への参画

12、 校友会100周年記念事業への協力

平成21年度 予算書(案 )

第5号議案         (平 成21年 4月 1日 ～平成22年3月 31日 )

収 入 の 部 支 出 の 部

項 目 予  算  器 前年度予算額 項 目 予  算  雑 前年度予算額

校 友 会 援 助 金 1,500,00C 1,000,000 ク ラ ス 会 補 助 金 50,000 100,00(

学 術 振 興 基 金 C 500,000 総
△

= 費 3001000 300,OOC

研 修 会 収 入 200,00C 200,000 ハ
本 議 費 700,00C 600,00C

役 員 会 収 入 70,00C 70,000 印 J]1 費 C 30,00〔

寄 付 金 等 130,00C 130,000 通 信 費 50,00C 50,00C

受 取 利 子 等 2,00C 800 慶 弔 費 100,00C 200,00C

見 学 研 修 費 800,000 800,00C

雑 費 701000 150,00C

予 備 費 13,650 15,00C

同窓会100周年積立金 250,000 250,00C

前 年 度 繰 越 金 431,650 598,425 次 年 度 繰 越 金 0 41225

収 入 合 計 2,333,650 2,499,225 支 出 合 計 2,333,650 2,499,225
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鰊  東京電機大学電機学校同窓会会則
第 1章 名称及び事務所所在地                    第6章 名奮会長、顧間、参与

第 1条 本会は東京電機大学電機学校同窓会という。          第 11条 本会に名誉会長を置くことができる。また、顧間若干
第2条  本会は事務所を東京都千代田区神田錦町 1の 4             名及び参与若干名を置く。

社団法人東京電機大学校友会内に置く。           第 12条 名誉会長は顧間及び参与のうちから推戴する。
第2章 目  的                      2  顧間は、東京電機大学電機学校長の歴任者、特別会員及

第3条 本会は社団法人東京電機大学校友会と緊密に連携し、           び参与のなかから推戴する。
会員相互の親陸を図るとともに学校法人東京電機大学及      3  参与はt会員として功労があつた者のうちから総会の議
び社団法人東京電機大学校友会の事業遂行に協力するこ         決を経て、会長がこれを推薦する。
とを目的とする。                       4  名誉会長、顧問及び参与は、本会の求めに応じ、意見を
第3章 事  業                         述べることができる。

第4条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。             第7章 会  議
(1)会員相互の啓発を図るべくt講演、見学、研修に関する     第 13条 総会

事業。                           (1) 定期総会は毎年一回会長がこれを招集し、本会の事業
(2)社団法人東京電機大学校友会発展のための事業。            経過報告・収支決算報告・会計監査報告及び新年度事業
(3)その他前条の目的を達成するために必要な事業。             計画案・収支予算案並びに常任幹事選出の議決を行う。

第 4章 会  員                     (2)総 会は、出席人員をもって成立し、その議決は出席人員
第 5条 本会の会員は、次のとおりとする。                 の過半数の可否で決する。可否同数の時は議長がこれを
(1) 正 会 員  東京電機大学電機学校 (旧電機学校を含)       決する。

の卒業生とする。                     第 14条 幹事会
(2) 特別会員  東京電機大学電機学校の元教職員 (正会員     (1)幹 事会は、幹事により構成され、必要に応じて会長がこれ

であるものを除く)及び本会に特に功労のある者であっ        を招集し、常任幹事会の提案事項の相談に応じ、意見を
て、常任幹事会の推薦を受けた者。                  述べることができる。

2  正会員は、総会の構成員となり、 1個の議決権、選挙権    第 15条 常任幹事会
及び被選挙権を有する。                  (1) 常任幹事会は、会長、副会長、常任幹事、会計監査及

3  特別会員は、議決権、選挙権及び被選挙権を有しない。         び相談役により構成し、必要に応じて会長がこれを招集
4  特別会員は、本会の求めに応じて意見を述べることが         し、会務を審議する。但し会計監査及び相談役は議決権

できる。                             を有しない。

(2) 常任幹事会は、構成人員の過半数 (委任状含む)の出
第 5章 役員及び常任幹事                    席人員をもって成立し、その議決は出席人員の過半数の

第 6条 本会に次の役員を置く。 可否で決する。可否同数の時は議長がこれを決する。
(1)会   長  1 名                    第 16条 委員会の設置
(2)副 会 長  4名以内                        この会の事業遂行上必要に応じ委員会を設けることが
(3)常 任幹事  若干名                         できる。
(4)会 計監査  2 名                      2  委員は、常任幹事の中から会長が委嘱する。
(5)相 談役   若干名

第 7条 役員の選出は次のとおりとする。                     第 8章 会費及び会計
(1)会長、日1会長は、常任幹事の百凝により常任幹事会で推    第 17条 本会の会費は、社団法人東京電機大学校友会からの交

薦され、総会で承認する。                       付金、臨時会費及び寄付金等による。
(2)常任幹事は、総会の議決を経て、会長がこれを委嘱する。    第 18条 諸会合に要する経費は、その実費を徴収することが
(3)会計監査は、総会の議決を経て、会長がこれを委嘱する。         できる。
(4)相談役は、総会の決議を経て、会長がこれを委嘱する。     第 19条 本会の会計年度は、毎年4月 1日 に始まり、翌年 3月

第 8条 役員の職務は次のとおりとする。                    末日に終わる。
(1) 会長は本会を代表し、会務を統括し、常任幹事会の議長

となる。                             第 9章 補  則
(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその     第20条 本会則の改正は、総会の議決を要する。

職務を代理する。

(3)常 任幹事は、会長の委嘱により、会務を分担するととも     附  則
に会の運営に当たる。                     1   昭和39年 7月  制 定

(4)会 計監査は、本会の会計を監査する。             2   平成 4年 6月  一部改定
(5)相談役は、会長の委嘱を受けて、会務の運営に意見を     3   平成 12年 4月  一部改定

述べることが出来る。                     4   平成 14年 4月  一部改定
第9条 役員の任期は2年とし再任を妨げない。             5   平成 17年 4月  一部改定
2  役員に欠員を生じ、会の運営に支障あるときは第 7条の     6   平成 19年 4月  一部改定

規程に従い、必要に応じてこれを補充することができる。

但し、その任期は前任者の残任期間とする。
3 役員は、後任に業務引継をするまではその職務を行う。

第 10条 幹事

(1)幹事は、正会員のうちから総会で選任する。

但し定数は 150名 以内とする。

(2)幹事の任期は2年とし、再任を妨げない。
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東京電機大学電機学校校歌 (大正10年 10月 制定)
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(講演者プロフィール)

小谷 誠 (こたに まこと) 東京電機大学名誉教授 (工学博士)

略歴

昭和 12年高知県生まれ。昭和 36年東京電機大学工学部卒業。

昭和 50年 10月 から2年間,マサチューセ ッツエ科大学客員研究員。

昭和 52年 10月 から東京電機大学工学部教授。

平成 20年 4月 より東京電機大学名誉教授ならびに北里大学医学部客員教授。

平成 7年 4月 から3年間,東京電機大学工学部第一部長。

平成 10年 4月 から4年間,東京電機大学学長。 日本生体磁気学会会長,生体磁

気国際会議会長,ラ イフサポー ト学会会長, 日本 ME学 会副会長を歴任。

日本 ME学 会名誉会員。大学評価・学位授与機構大学評価専門委員,(財)カ シ

オ科学振興財団選考審査委員他多数。


